Fragmentary Dutch Documents on Surgery: (2) Motoki Shoei\u27s books on Medicine by ハルメン ボイケルス & 相川 忠臣
外科資料蘭文断簡 その二 本木正栄の医書
ハルメソ ポイケルス HarmenBeukersl



















































































































































































































































































































































































































































































蘭 1の断簡 (C22)と和14の断簡 (ス8)はきれいに接合できて蘭文の判読が可能とな
った｡内容はCataracta(白内障)の説明文である｡平戸の松浦史料博物館にある Jo-










































外科入門書の B.deBout著 『現代の実地医家のための新外科問考』は巻 1｢解剖学｣､
巻 2｢健康 と病気｣､巻 3｢外科について｣からなる｡和14は 巻 3｢外科について｣の

















遊学 した｡本木艮永宅に寄宿 して 『疲医新書』の例言にあるように誘導篇の訳読を本木蘭
皐 (良永)に学んだ(10)｡創傷篇を正栄が訳 した蘭11の断簡の存在は本木家にハイステル
の外科書があった事を強 く裏付けるものである｡正栄の修行時代といえば稽古通詞 となっ
た安永 7年 (1778年)から小通詞末席見習になった寛政元年 (1789年)である｡良永が病




篇を 『疲医新書』として発行 したのは文化14年 (1817年)に玄白が逝去 した後､文政 8年
(1825年)であった｡
松浦史料博物館にあるパレの 『外科全書』の蘭訳本1627年版には挿図の症例説明の末尾










































る｡正栄は本草学に詳 しく､解毒剤テリアカを ｢和蘭諾官香祖堂謹製｣の ｢回生丹｣とし




















































10.大槻玄沢の研究 洋学史研究会編 思文閣出版 1991年｡
ll.杉田玄白 蘭学事始 片桐一男著 講談社 2000年､88-136p蘭東事始
12.阿蘭陀通詞本木民事略 渡退席輔著｡
13.日本近代外科の源流 アンプロアズ ･パレ没後400年祭記念会編 メディカル ･コア社
1992年､83-87p 大槻玄沢のパレ外科全集の一部翻訳 - 『六物新志』の人魚の記
事-蒲原 宏
14.六物新誌 木村兼蔑堂著の 『一角纂考』と大槻玄滞著の 『六物新誌』の合本､兼蔭堂､
寛政 7年 九州大学附属図書館医学分館蔵
15.本木蘭文 :レキシコン ･コソス トウヲルデンフック枚翠 長崎市立博物館蔵
16.洋学の書誌学的研究 松田 清著 臨川書店 1998年
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